





































                                                   
1 本稿は、2015年 1月 31日にピエール・ルモニエ教授を招いて開催された人類学研究所






























味するが、Technique & Culture 誌で論文を見いだすことができる。 
































































































































れはルロワ＝グーランが『進化と技法 Evolution et Technique』[1943, 1945]で提唱し、


















































の壁を持った家は夜、寒く華氏 50 度あるいはもっと低くになる高地の PNG（パプアニュ
ーギニア）では見つからない。しかし、それは低地の蒸し暑い PNG湾岸にはある。女性は
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る[写真 1,2]。畑は 15年から 30年前に耕されてきた森の中に開かれる。そしてタコラ・フ

















































写真５ アイボリ・テワダのフェンス  
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写真１０ イニシエーション儀礼  
の壁は 125から 135センチの高さを持つが、尖った縦の柱は 145から 250センチもの高さ
になる。フェンスの 1単位あたり平均 13枚の水平に渡された板ないし丸太、また 7から 8
本の柱がありそれらはすべて手間の掛かるように編み結びされている。垂直柱のそれぞれ
の一組には 2ないし 3つの結び目があり、水平の板を支えるようになっている。 























































































































Annual Papers of the Anthropological Institute Vol.6 (2016） 
44 
 



















































 もうひとつのよいニュースは今日モノと技術に興味を持つ Technologie Culturelle と物
質文化研究および他の分野ないし下位分野、たとえばアクターネットワーク理論の専門家、
歴史家、芸術人類学者、霊長類学者、社会学者、考古学者、儀礼や「物質的宗教」の専門
家などが一緒に仕事をするようになったことである。それは名前をあげると Technique & 
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が発展させたフランス語圏技術の人類学FTAT（Francophone Tradition of Anthropology of 















（Lemonnier ed. 1993）の編著も行っている。 
                                                   
1 FTATという名称は次の論考などで使用されている（Naji and Dounty 2009）。 




（2015年 1月 31日撮影）  
 この1990年代前半はルロワ＝グーランの












が、technique と technology の違いを意識しながら社会現象としての技術という論点を展










                                                   
2 フランス語圏技術人類学 FTAT（Francophone Tradition of Anthropology）では人類学で
いう技術を意味する概念として、伝統的に technique[s]が使われてきたが、英語圏人類学
AA（Anglophone Anthropology: Naji and Douny 2009）では technologyが使われてきた。
一方フランス語の technique/technologieと英語の technique/technologyには微妙な差があ
ることはシゴー[Sigaut 1985, 1994]やインゴルド[Ingold 1993]の指摘で明らかにされてき


































『ありふれたモノ』については Hau: Journal of Ethnographic Theory誌の 4巻 1号に
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